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我々は、次世代のX線天文衛星「FORCE」搭載に向けて、X線 SOIピクセル検出器「XRPIX」を開発してい
る。XRPIXは、SOI (Silicon On Insulator)技術を用いた検出部・読み出し回路一体型の検出器である。現在主
流のピクセル検出器であるX線CCDには、時間分解能が数秒と遅いことに起因して、∼ 10 keV 以上の帯域で非
X線バックグラウンド (NXB)が高いという問題がある。XRPIXは、CCDと同等の位置分解能と分光性能を持
ちながら、各ピクセルにイベントトリガー機能を備えることで、∼ 10 µs の時間分解能を可能とする。この高時
間分解能により、NXBを除去する反同時計数法を用いることができ、0.5–40 keV の広帯域撮像分光を実現する。
XRPIXの最大の特徴は、イベント検出タイミングで検出したピクセルの信号のみを選択的に読み出す、「イベン

ト駆動読み出し」である。これまでに、イベント駆動読み出しによるX線スペクトル取得に成功している (Takeda
et al. 2013)。今回、ピクセル数が 608 × 384、サイズが 24.6 mm × 15.3 mm の大型素子を開発し、大型で初の
イベント駆動を行う。この素子のX線のフレーム読み出しでは、読み出しノイズが∼ 37 e

− (rms)、分光性能が∼

420 eV (FWHM) @ 5.9 keV だとわかっている。また、新しい読み出し周辺回路を導入したため、従来とは異な
る読み出し手順となっている。本講演では、この大型素子のイベント駆動読み出しの評価結果について報告する。


